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　私たちに身近なレジ袋は、貴重な石油資源を用いて作られ、そ
の製造・廃棄の過程で大量の温室効果ガスを排出するとともに、
そのほとんどがごみとして排出されている現状にあります。
　レジ袋の削減は、地球温暖化防止やごみの減量化、そして資源
の有効活用に向け、私たちが日常生活の中で身近に取り組むこと
ができる「環境にやさしいライフスタイル」への第一歩であると
考えます。
　お店に買い物に行く際はマイバッグ、風呂敷などをご持参して
いただきますようご協力をお願い致します。
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１　設置は日当たりの良い土の上を選びましょう。
２　土を10～15�程堀り６～７�程埋めます。底に雑草、籾殻など
を数�程敷くとよいでしょう。

３　毎日発生する生ごみや、雑草、落葉等を入れます。
４　１～２週間に１度少量の土を入れます。発酵促進剤を使用する場
合は生ごみ等を入れた時、少量振りかけるとよいでしょう。
５　容器が一杯になってから１ヶ月ほどで、堆肥が完成。
　
その他
・発酵促進剤を使用するとより効果的に堆肥となります。
・害虫が発生した時は、土をいちめんに振りかける（約１㎝の厚さ）
または、消石灰を振りかけてください。
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問い合わせ先 住民生活課　環境係　　　�73－1415

町が補助する金額
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　町では、コンポスト容器購入経費
を補助し、家庭から出る生ごみの減
量化に取り組んでいます。


